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スーパーFJ もてぎ・菅生シリーズは、いよいよ終盤戦に突入！ 夏休み最後の週末、8 月 30〜31 日に

シリーズ第５戦と第６戦の２連戦が、モビリティリゾートもてぎで全国転戦のスーパーFJ ジャパンリーグ

との W タイトルとして開催された。 

両シリーズとも、早くもチャンピオン決定の可能性がある。王手をかけているのは、もちろん#22酒井翔

太選手(ファーストガレージ KK-S2)だ。まず、もてぎ・菅生シリーズにおいては、スポーツランド SUGO

での前大会で、今回もエントリーしている#6 吉田馨選手（TAKE FIRST KKS-2）の連勝を許したもの

の、自らも連続２位でギャップの縮小を最小限に留めていた。もちろん連勝すれば決定。あとは、宿敵

#6 吉田選手の結果次第となる。 

一方、未だ無敗のジャパンリーグに関しては、１勝すれば決まり。あるいは、あと 6 ポイント加えれば逃げ

切りとなるため、４位・４位という結果でも決定となる。もっとも、そんな決まり方を#22 酒井選手は望

んでいないだろうが。とはいえ、まだ４戦残されているため、現在ポイントを獲得しているドライバー全員

に逆転の権利は残されているとはいえ、全勝した上で#22 酒井選手の結果次第だから、現実味はかな

り低い。 

ともあれ、#22 酒井選手と#6 吉田選手の死闘は必至であり、このふたりに立ち向かえるドライバーが

いれば、さらに見応えは増すはず。期待せずにはいられない。 



公式予選 

 

今回は 1 大会 2 レース開催であるが、予選は１回のみ。レース１のグリッドは予選結果で、そしてレース２

は、レース 1 の結果に基づきトップ 6 のリバースグリッドに。７位以下はレース 1 の順位が反映される。 

それにしても 8 月も、もう終わるというのに暑さが厳しいまま。数日前の天気予報で『土日の北関東は危

険な暑さ』になると告げられていたが、まさにそのとおりとなった。しかも、練習走行が行われた金曜日

よりも気温、路面温度ともに 10 度近く上がっていたため、その違いに戸惑ったドライバーも少なくなか

ったようだ。土曜日に行われる予選としては、スーパーFJ が最後になったため、12 時 25 分からのスタ

ートとなったことも、より拍車をかけていた。 

計測は 15 分間。先頭で戻ってきたのは#6 吉田選手だった。計測１周目から２分５秒 988 を記すも、こ

れを上回ってきたのが#15 松原将也選手（ZAP MARUTOKU 10V ED）で、２分５秒 666 をマーク。 

しかし、誰にも行く手を阻まれずに走り続ける#6 吉田選手は、次の周に２分５秒 032 を出してトップ返

り咲きに成功！ これに#14 松原選手が２分５秒 323、そして#22 酒井選手が２分５秒 347 で続く。 

その後、#6 吉田選手は計測４周目に２分５秒 087 を記すも、自己ベストは更新できず。逆に最終ラップ

となる計測６周目に、２分５秒 134 まで#14 松原選手は短縮するも、#6 吉田選手をあと一歩のところ

で上回れず。また、#22 酒井選手は計測４周目に２分５秒 344 を記すも、3 番手のまま。土曜日のうち

にジャパンリーグのチャンピオンを決めるには、やや黄信号が灯ってしまう。 

4 番手は#2 YOSHIDA KODAI 選手（T’s TECHNO RF KKSII）で、２分５秒 641 をマーク。5 番

手には２分５秒 687 を記録していた#78 小田部憲幸選手（（株）フォースリンク ZAP ED）。6 番手は

#81 小野大地（群馬トヨペット Team RiNoA ed）で、２分６秒 015 を記していた。 

また、2 台がエントリーしたジェントルマンクラスでは、#38 畠山退三選手（Hobbybase & ZAP ED）

がトップで、総合では 12 番手だった。 

 

ポールポジション：#6 吉田馨選手（TAKE FIRST KKS-2） 

「位置取りは良かったと思います。路面温度が高くて、タイムはもうちょっと出し

たかったんですが、このコンディションだったら、このぐらいだったかな、と。昨

日よりニュータイヤでも１秒ぐらい差があるんですけどね。この前の鈴鹿（7 月

13 日のシリーズ第４戦）で勝って、そこから自分に自信がついてきたので、落ち

着いてレースできるようになってきたことが結果につながっていると思いま

す。その後の SUGO での２連勝と合わせ、５連勝目指して頑張ります」 

 



予選 2 番手： #14 松原将也選手（ZAP MARUTOKU 10V ED） 

「昨日の練習と比べると路面温度が 10 度ぐらい違うので、どうしても昨日の感

覚で行くとリヤが出ちゃうんですよ。なので、それよりも押さえ気味で走ってい

て、正直、手応え的にはまったくなかったです。ただ、決勝は４時台なので路面

温度も下がると思うので、昨日の練習のとおり走っていけば、優勝もできるんじ

ゃないかって。また予選とは走り方変えて、決勝に臨みたいと思います」 

 

予選 3 番手：#22 酒井翔太選手(ファーストガレージ KK-S2)  

「昨日からのマシンセットの変更があって、それが今日うまく噛み合わなかった

なという感じです。とりあえず昨日のセットに戻すか変えていくか、ちょっとま

だわからないですけど。昨日よりも温度が高くなっていて、昨日は曲がらない

印象があったので、車の方で変えてみたんですが、今度は高すぎて逆にめっち

ゃオーバーな感じになってしまって。そこはしっかり、午後のレースに向けて、何

を変えればいいのかデータを見ながら改善できれば、と思っています。ちょっと

難しいですけど、中間ぐらいを狙っていこうかと」 

 

第５戦決勝レース 

 

土曜日のレース 1 のレース進行開始は 16 時 10 分。太陽が真上にあった予選より、確かに陽は傾いた

とはいえ、暑さが和らいだという印象はまったくなし。精神的だけでなく、肉体的にも楽な戦いになるこ

とは、どうやらまったく許されそうもなかった。 

注目されたスタートを決めたのは、ポールシッターの#6 吉田選手と#22 酒井選手。#14 松原選手は

1 コーナーでアウトから#22 酒井選手に被せられたばかりか、#2 YOSHIDA 選手の先行も許してい

た。また、２コーナーでは中団に接触が。セーフティカーが入らなかったのは、不幸中の幸いだった。 

1 周目を１周目を終えた時点で、トップ#6 吉田選手と#22 酒井選手の差はコンマ１秒。早々と 3 番手

以下を引き離し、一騎討ちの様相を呈することに。3 番手も#2 YOSHIDA 選手と#14 松原選手が激

しく競い合う。#14 松原選手がしきりと牽制をかけるも、#2 YOSHIDA 選手のガードは堅く、そのつ

ど屈していなかった。 



トップ争いはなおも続き、#22 酒井選手が

#6 吉田選手の隙を待つも、逆転の決め手を

欠く。逆に順位が目まぐるしく動いたのは 5

番手以降。４周目には#33 小林留魁選手（ア

ルビ新潟第一ホテル ED）が予選 9 番手から、

その位置に上げる。 

レースが動いたのは、９周目。５コーナーで

#14 松原選手が 3 番手に上がるも、ヘアピ

ンで#2 YOSHIDA 選手がすぐ抜き返す。しかし、#14 松原選手は諦めていない。最終ラップの５コー

ナーで再び前に。その一方で、#6 吉田選手のトップは不動のまま。#22 酒井選手のジャパンリーグ連

勝は『４』で止まるとともに、#6 吉田選手は鈴鹿、SUGO に続く４連勝を達成した。 

３位は#14 松原選手で、４位は#2 YOSHIDA 選手。５位は#33 小林選手で、６位は予選 11 番手か

らじわじわ順位を上げていた#59 向畑疾風選手(ファーストガレージ KKS2)が獲得した。そしてジェン

トルマンクラスでは#38 畠山選手がまたも勝ち、総合でも９位でゴールしていた。 

 

優勝：#6 吉田馨選手（TAKE FIRST KKS-2） 

「最初の方、落ち着いてバトルはできていたんですけど、コンディションが厳しくて、僕も酒井選手もリヤ

がきつい状況だったので、そこをうまく使って突っ込ませないようにして、ブロックしてうまく抑えて、最

後は逃げ切りという形で終われて、レース展開的には良かったと思います。明日は 6 番手からになりま

すが、この前の鈴鹿も 6 番手から勝っているので、そのイメージでしっかり 1 台、1 台パスして最後は１

位で帰りたいと思います」 

 

２位： #22 酒井翔太選手（ファーストガレージ KK-S2） 

「序盤から普通に行こうと思っていたんですが、ブレーキがフラフラで、完璧なタイミングじゃないと抜け



ないなと思ったので、そこがちょっと一発で行き切れなかったという部分なので、ちょっと悔しいですね。

昨日のセッティングに戻して、ペース的にも良かったんですけど、スタートに賭けていたのに行き切れま

せんでした。明日も頑張ります」 

 

３位：#14 松原将也選手（ZAP MARUTOKU 10V ED） 

「スタートで遅れなければ……。３位争い的には、僕の方がペースあるなと思っていたので、もうちょっと

早く攻略していれば、前でバトルしている車に追いつけたと思うし、あの優勝争いに加われたのかなと。

悔しいですね」 

 

９位＆ジェントルマンクラス優勝：#38 畠山退三選手（Hobbybase & ZAP ED） 

「なんとか順位を上げることができました。今日はバトルもできましたし、まぁまぁ良かったです。いつも

はだいぶ離されていたので」 

 

 

第６戦決勝レース 
 

日を改めて行われた第６戦決勝は、

前述のとおりトップ 6 のリバースグ

リッドに。その結果、ポールポジショ

ンからスタートするのは、このレース

ウィークがデビュー戦となった#59

向畑選手だ。「4 周目ぐらいまでは、

あんまりリラックスできていなかった

んですが、最後に追いついてからは、

落ち着いて走ることができました。

昨日はスタートで失敗したので、今日決めれば、全然問題ないです」と強気の発言もあったのだが…。 

レース 2 のスタート進行開始は 11 時。またしても猛暑の中での戦いとなった。ポールポジションからス

タートした#59 向畑選手は出遅れてしまい、代わって１コーナーへのホールショットを決めたのが 2 番

手の#33 小林選手だった。しかし、その背後にはもう#22 酒井選手が！ もはやスタートが苦手という

印象はない。そればかりか、３コーナーでは早くもトップに躍り出る。さらにヘアピンでは#6 吉田選手も

2 番手に浮上、さっそく主役ふたりが並び立つ格好になった。 

１周目を終えた段階での#22 酒井選手と#6 吉田選手の差はコンマ８秒。これを次の周には１秒差に広

げる。そのまま逃げるかと思われた#22 酒井選手ながら、逆に以降は#6 吉田選手が差を詰めるよう

に。一方、4 番手からスタートを切った#14 松原選手は、またも出遅れて１周目を 5 番手に終えていた

が、２周目の３コーナーで#59 向畑選手をパス。そして前を行く#33 小林選手にも迫っていった。 

３周目からはトップがテール・トゥ・ノーズで競われるようになる。後方から何度も牽制をかける#6 吉田

選手だが、#22 酒井選手のガードは堅い。同様に 3 番手争いも激しく、６周目にはコースの至るところ

で#33 小林選手にプレッシャーをかけていた、#14 松原選手が 90 度コーナーでついに前に出ること

に。しかし、その時点でトップを争うふたりからは、すでに８秒もの差をつけられており、もはやこれまで

かと思われた。 

９周目にレースの流れがガラリと変わる。ヘアピンでこそ仕掛けるも、前に出られなかった#6 吉田選手



ながら、離されることなくダウンヒルストレートを駆け抜けていったが、90 度コーナーで仕掛け損ねて

#22 酒井選手と接触！ #6 吉田選手がトップに立ち、スピンしてしまった#22 酒井選手は 4 番手に

後退。これで#14 松原選手が 2 番手に浮上する。 

一方、最終ラップのヘアピンで#33 小林選手を抜いた#22 酒井選手だったが、90 度コーナーで抜き

返され、この日は表彰台にさえ上がれず……となるかと思われたのだが。先の接触に対し、#6 吉田選

手には即座にタイムペナルティ、10 秒加算の判定が下されて４位に降格。その結果、#14 松原選手が繰

り上がって優勝。そして２位には#33小林選

手、３位には#22 酒井選手がつけることに

なった。 

これにより、#22 酒井選手は残り２戦を待

たずして、ジャパンリーグのチャンピオンが確

定。もてぎ・菅生シリーズは持ち越しとなった

が、#6 吉田選手と二人だけにチャンピオン

候補が絞られた。 

５位は#59 向畑選手で、せっかくの好位置スタートを活かせなかったとはいえ、デビューウィークでこの

順位なら上出来と言えるだろう。そして６位は#2 YOSHIDA 選手。ジェントルマンクラス優勝は#38

畠山選手で、またしても９位フィニッシュを果たしている。 

もてぎ・菅生シリーズの残す１戦は 11 月 30 日に、そしてジャパンリーグの第 6 大会は 10 月 4 日に鈴

鹿サーキットで開催される。いずれも#22 酒井選手と#6 吉田選手を核とした、激しいバトルが繰り広

げられるはずだ。 

 

 
 

優勝：#14 松原将也選手（ZAP MARUTOKU 10V ED） 

「これが初優勝になります。でも、またしてもスタートが……。蹴り出しはそこまで悪くなかったんですが、

その後、１周目が。バトル自体は、昨日悪かったところを改善して、昨日よりスムーズに抜けはしたんです

けど、『抜く、抜かない』よりもペースが良くなかったもので。今は複雑な心境です。次はトップでチェッカ

ーを受けます」 



２位：#33 小林留魁選手（アルビ新潟第一ホテル ED） 

「表彰台は初めてですね。ちょっと運も良くて、最後もまぁ、前でやり合っていたので、運で上がった順位

ですから、あまり納得していないですけど。次、もてぎなので、また。そこではもっと、実力で上に上がっ

ていきたいと思っています」 

 

３位：#22 酒井翔太選手（ファーストガレージ KKS2） 

「僕と馨選手が最後、バトルするのかと思っていたんですが……。前半、僕の方がペースあったんですけ

ど、後半は僕がタレ始めたのもあって、追いつかれてバトルになっちゃったので、当たっちゃったのは仕

方ない。シリーズ考えても３位で、ちゃんとポイント獲れているので、しっかり気持ちを切り替えていこう

と思います。ジャパンリーグは決まりましたね。去年はスーパーFJ でひとつも獲れていなかったので、そ

こは素直に嬉しいです」 

 

９位＆ジェントルマンクラス優勝：#38 畠山退

三選手（Hobbybase & ZAP ED） 

「まぁまぁ……ですね。一応、前に着いていけた

ので。でもね、もうひとつ前に出たかったです

ね。欲も出ますよ、とにかく。次は６秒台に入れ

たいですね、もう涼しくなるでしょうから」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


